
医療安全対策加算２を届出しました！！医療安全対策加算２を届出しました！！医療安全対策加算２を届出しました！！

2026.1 Vol.35

並木病院は地域の発展を応援しています。

　医療安全対策加算は、患者の安全を確保するために、医療機関が組織的に医療安全対策を行って
いることを評価する制度です。この加算は、医療機関が定められた施設基準を満たす場合に算定で
きます。
　医療安全対策加算2を算定するためには、以下の要件を満たす必要があります。

①医療安全対策に係る適切な研修を修了した専任の看護師、薬剤師その他の医療有資格者が医療
　安全管理者として配置されていること。
②医療に係る安全管理を行う部門を設置していること。
③医療安全管理部門の業務指針及び医療安全管理者の具体的な業務内容が整備されていること。
④医療安全管理部門に診療部門、薬剤部門、看護部門、事務部門等の全ての部門の専任の職員が
　配置されていること。
⑤医療安全管理者が、安全管理のための委員会と連携し、より実効性のある医療安全対策を実施
　できる体制が整備されていること。
⑥院内の見やすい場所に医療安全管理者等による相談及び支援が受けられる旨の掲示をするなど、
　患者に対して必要な情報提供が行われていること。

藤田あんしんネットワーク
「医療安全相互」ラウンドの様子。

連携の認定証を頂きました。
写真左から並木病院　恵美院長
藤田医科大学病院　伊東昌広先生
並木病院　小野看護部長

　医療安全対策加算は、医療機関が患者の安全を確保するための必要な取り組みを評価し、医療の
質を向上させるための制度です。これにより、医療事故の防止や、医療従事者の安全意識の向上が
期待されます。
　また当院は、医療安全対策加算1の届出をしている藤田医科大学病院と連携し、少なくとも年１回
程度医療安全対策に関する評価を
受けられる関係を構築したため、
医療安全対策地域連携加算２を合
わせて算定します。医療安全対策
地域連携加算は、医療機関が医療
安全を確保するために、他の医療
機関と連携して取り組むことを評
価するものです。この制度は、医
療安全強化を目的としたものです。

◆医療安全対策加算の概要



　今年で3度目となる並木病院健康感謝祭を10月に開
催致しました。今回は過去最高の来場者数となり、地
域の方や患者様のご家族、関連施設のご利用者等、多
くの方にご来場頂きました。今年は健康チェックの測
定機器を、従来の2種類から5種類に増やし、より様々
な角度から健康状態をチェックして頂こうと工夫を凝
らしました。変わらず体組成測定・骨密度測定は人気
でしたが、新しく導入した足裏バランス測定・血管年齢測定・野菜の摂取量チェックも多
くの方にご体験頂きました。
　第1回目から開催している『病院見学ツアー』では、普段は御覧頂けない検査室や厨房、
特殊浴槽など、院内設備についてご案内。時間の許す限り、参加者の方のご質問に回答
し、活気あふれる充実したツアー内容となりました。また、リハビリ室では『椅子を使っ
たリハビリ』、『脳トレ』、『口腔・嚥下体操』をテーマにした動画講座を上映し、身体を
動かしながら積極的にご参加頂けました。栄養・調理コーナーでは、清涼飲料水に含まれ

ている砂糖と一日分の野菜350ｇを展示し、食生活を見
直すお手伝いをしました。特にソフト食の試食会では
『とり肉の煮物』『さつまいもの甘煮』『ほうれん草の
煮物』をご提供し、「病院食とは思えないほど美味し
い」等とご好評頂きました。
　お子様向けに毎年ご準備しているキッズコーナーは今
年も大盛況。また写真撮影コーナーでは、今回始めてハ
ロウィンをテーマにした背景とし、ハロウィンならでは

のカラフルなブースで、写真撮影を楽しんで頂きまし
た。
　第3回の感謝祭を開催するにあたり、ご協力頂いた皆
様、ご来場頂いた皆様、改めて御礼申し上げます。これ
からもご来場される方が、ご自身の健康や医療に対する
関心を深めて頂ける、有意義なイベントとなるよう努め
て参ります。
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第3回

題　　　　　　　　　　名 チ ー ム 名 部　署

『当院での“摂食機能療法”～第2報・それからどうなったのか？～』 リハビリテーション科 摂食嚥下研究会 リハビリ
『｢安心｣は、はずせない。』 防護めがね青札堂 放射線
『外来での入院患者受け入れ時 チェックリストの作成したよ！』 外来改善万博チーム 外来
『玄関周りクリーン活動 ～いつもきれいな空間に～』 なみきおもてなし隊 総務
『情報共有漏れから守る！』 入退院調整隊“ちい8” 地域連携部
『看護・介護のタスクシェア 歩行練習・間食・記録』 タスクシェア士隊 3階病棟
『KYT（危険予知トレーニング）からの業務改善』 片づけんジャー 4階病棟
『みんな楽しみ 調理師献立ができるまで』 TEAM officialちょりこん’ｓ 調理課
『Shall we ACP?』 気持ちに寄り添いたいんジャー 4階病棟

『インドネシア特定技能人材 ようこそ並木病院へ』 キラキラ太陽チーム★ 5階病棟

『その人らしさと向き合うエンド・オブ・ライフケアの歩み』 2階病棟 ACPチーム 2階病棟

『ご当地料理はじめました』 全国制覇を夢見る管理栄養士 栄養科

QC活動とは、病院で働くスタッフが「医療の質・安全・サービス（Quality）を向上してい
く（Control）業務改善活動」の事です。昨年に引き続き、QC活動の取り組みを掲示する発
表会を開催しました。
今年度は、病棟や各部署から「医療・サービスの質の向上」

「業務効率化」「新規プロジェクト活動」等、12チーム・12演題
の発表がありました。
今回で3度目となるQC活動発表会ですが、院内での改善行動の

手法として確実に根付いているように思います。今後もこのQC
活動を活かし、地域医療に貢献できる最適な医療の提供に取り組
んでまいります。
各チームの取り組みと結果は下記の通りです。
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病院機能評価「慢性期病院」の更新認定（3rdG：Ver.3.0）を取得しました。
　この度当院は病院機能評価「慢性期病院」の更新認定3rdG：Ver3.0を取得しました。
病院機能評価認定病院は、第三者機関である（公財）日本医療機能評価機構による審査
を受け、組織全体の運営管理および提供される医療について、中立的、科学的、専門的
な見地から審査を受け、認定基準を満たしていると認定された病院です。
　当院は2005年に初めて認定取得し、その後5年ごとの更新認定を受け、2025年7月に
5回目の更新認定を取得しました。



至上社・高針

名古屋第二
環状自動車道

至鳴海・大高

プライムツリー赤池

■交通のご案内
●公共交通機関でお越しの場合
　地下鉄鶴舞線、平針駅または赤池駅より徒歩10分

アクセス

〒468-0013 名古屋市天白区荒池二丁目1101番地

関
連
施
設

医療法人 並木会

並木病院
■ケアプランセンター平針なみき……
■訪問看護ステーション平針なみき

介護老人保健施設
■メディコ阿久比………………………
■メディコ春日井………………………
■メディコ守山…………………………
■メディコ平針…………………………

TEL（052）848-2067
TEL（052）848-2063

TEL（0569）48-1156
TEL（0568）88-6000
TEL（052）736-5585
TEL（052）802-0023

特別養護老人ホームもありますのでご相談ください。

ホームページ：https://www.namiki.or.jp/
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職員募集 看護師、介護スタッフ募集中!
採用サイト公開中　下記より閲覧ください。

明るく
楽しい
職場です

医療法人並木会 総合採用サイト
https://recruit.namiki.or.jp/

この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

環境に配慮してベジタブルインキ
を使用しています。

外来診療 R8.1.１時点。変更する場合もありますので、お問い合わせください。

午　
　

前

午　

後

月 火 水 木 金 土

9：00～

12：00

専門外来
1：00～5：00

1：00～

5：00

内科

循環器内科

内科

呼吸器内科

内科 内科

消化器内科

循環器内科

内科 内科

脳神経内科

内科

脳神経内科

物忘れ外来

内科 内科 内科

呼吸器内科

内科

脳神経内科

物忘れ外来

頭痛外来

脳神経内科

※専門外来は、予約制です。お気軽にお電話ください。

専門外来
9：00～12：00 しびれ外来

循環器内科

地域連携部は、医療ソーシャルワーカーと看護
師が在籍し、地域の医療機関や介護保険事業所
との連携窓口として、入院から退院まで各種ご
相談を承っております。お問い合わせやご相談
はお気軽に下記までご連絡ください。

地域連携部 052-848-2043（直通）

地域連携部は、医療ソーシャルワーカーと
師が在籍し、地域の医療機関や介護保険事

「地域連携部」より　
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